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『
海
』
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
「
ニ
ュ
ー
ス
」

の
コ
ラ
ム
を
設
け
、
『
海
』
の
作
品
に
対
し
て
い
た

だ
い
た
批
評
や
感
想
な
ど
の
内
容
の
要
旨
を
掲
載
し
、

同
人
個
々
の
参
考
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。 

第
二
十
八
号
（
通
巻
第
九
十
五
号
）
の
作
品
に
対

し
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
感
想
な
ど
の
一
部
（
抄
）
を
、

左
記
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
各
位
（
お
名
前
は
略
）
に
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 ◇

エ
ッ
セ
イ
の
部 

上
水
敬
由
「
砂
ぼ
こ
り
」 

 

・
浅
川
マ
キ
の
歌
は
い
い
曲
。
共
感
す
る
。 

 

◇
詩
の
部 

群 

青
「
朝
日
の
な
か
で
」 

・
自
分
と
自
分
自
身
、
そ
し
て
自
分
と
言
葉
と
の
、

「
角
突
き
合
わ
せ
た
交
響
詩
」
の
よ
う
だ
。 

・
た
く
さ
ん
の
登
場
人
物
が
鮮
や
か
に
描
か
れ
て

お
り
、
読
み
手
も
、
と
も
に
そ
の
世
界
を
覗
い

て
い
る
よ
う
な
気
に
さ
せ
ら
れ
る
。 

 牧
草 

泉
「
愛
し
の
『
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
』
ほ
か
」 

・
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ク
レ
イ
ダ
ー
マ
ン
の
曲
を
思
い 

出
し
な
が
ら
、
共
感
で
き
た
。 

 

◇
俳
句
の
部 

松
本
西
夏
「
払
暁
」 

 

・
し
っ
と
り
と
、
し
か
も
枯
れ
た
点
が
い
い
。 

 

◇
小
詩
論
の
部 

井
本
元
義
「
ア
ル
チ
ュ
ー
ル
・
ラ
ン
ボ―

小
論
」 

 

・
物
語
性
に
富
み
、
ラ
ン
ボ
ー
の
精
神
と
実
生
活

に
否
応
な
く
誘
う
。 

 

・
文
学
的
詩
精
神
の
真
髄
を
知
る
た
め
の
、
優
れ

た
教
材
に
な
ろ
う
。 

 

◇
小
説
の
部 

高
岡
啓
次
郎
「
幻
聴
」 

 

・
安
定
し
た
筆
遣
い
で
読
ま
せ
る
。 

 

・
弁
護
士
が
心
身
に
不
調
を
き
た
す
も
、
娘
の
支

え
も
あ
っ
て
回
復
す
る
ま
で
の
話
が
、
細
か
い

心
理
描
写
で
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。 

 

・
ラ
ス
ト
の
心
象
風
景
も
、
回
復
の
イ
メ
ー
ジ
と

し
て
分
か
り
や
す
い
。 

 
 有

森
信
二
「
灘
」 

 

・
自
然
描
写
か
ら
物
語
に
入
る
手
法
が
よ
い
。 

 

・
躍
動
感
あ
る
リ
ア
ル
な
表
現
が
よ
い
。 

 

・
感
情
移
入
さ
せ
る
巧
み
さ
が
あ
る
。 

 

牧
草 

泉
「
あ
る
恋
愛
の
顛
末
」 

 

・
ス
タ
ン
ダ
ー
ル
や
バ
ル
ザ
ッ
ク
的
な
描
写
論
を

越
え
て
、
評
論
を
交
え
て
い
る
の
が
現
代
的
。 

 

・
結
婚
の
破
綻
の
原
因
が
、
彼
女
の
鼻
の
整
形
だ

っ
た
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
の
工
夫
が
よ
い
。 

 

・
音
楽
鑑
賞
と
女
性
の
性
格
を
結
び
付
け
、
面
白

く
読
ま
せ
る
。 

 

中
村
太
郎
「
幼
年
期 

郷
原
直
太
の
場
合
・
其
の
壱 

じ
っ
け
ん
（
前
篇
）
」 

 

・
文
体
に
勢
い
が
あ
る
。 

 
 井

本
元
義
「
虚
空
山
病
院
」 

 

・
精
神
病
院
の
院
長
を
め
ぐ
る
女
性
と
の
愛
の
関

係
を
、
濃
密
に
語
る
。 

 

・
構
成
も
ゆ
る
ぎ
な
く
、
陰
鬱
さ
の
中
に
人
間
の

ロ
マ
ン
性
を
描
い
た
力
作
で
あ
る
。 

 

・
三
つ
の
告
白
を
紡
い
で
、
院
長
を
浮
き
彫
り
に

仕
上
げ
た
手
法
は
み
ご
と
で
あ
る
。 

 

・
安
楽
死
、
老
人
医
療
、
先
端
医
療
、
モ
ラ
ル
な

ど
、
今
日
的
な
問
題
に
も
意
欲
的
に
取
り
組
む
。 

 

・
一
編
の
交
響
曲
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
を
感
じ
さ
せ
る
。 

 

◇
『
海
』
全
体
の
部 

 

・
実
体
験
を
ベ
ー
ス
に
し
た
「
告
発
体
」
が
、

『
海
』
の
特
色
で
あ
ろ
う
か
。 

・
こ
の
号
も
読
み
応
え
の
あ
る
作
品
が
多
く
、
充

実
し
て
い
る
。 

・
活
力
と
持
続
力
が
す
ば
ら
し
い
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
ま
と
め
・
Ｕ
） 

 
 


